
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正

日

次

は
じ
め
に

第
一
挙
修
正
一
一
一
一
条
制
定
ま
で

第
二
郎
連
邦
議
会

第

二

節

行

政

府

第
二
章
修
正
一
三
条
の
制
定
過
程

第
一
節

k
院
に
お
け
る
議
論

第
二
節
下
院
に
お
け
る
第
一
会
期
で
の
議
論

第
三
節
下
院
に
お
け
る
第
二
会
期
で
の
議
論

第
二
一
章
修
正
二
一
一
条
の
埋
解

第
一
節
連
邦
議
会
で
の
議
論
の
帰
結

第
二
節
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
問
題

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
宇
一
一
一
条
の
原
意
(
松
浮
)

三
条
の
原
意

松

j宰

幸
太
郎

は
じ
め
に

…
八
六
一
年
一
一
一
月
四
日
、
連
邦
の
不
可
分
性
を
説
い
た
リ
ン
カ
ー
ン

の
第
一
次
大
統
領
就
任
演
説
の
一
月
余
後
、
ブ
ォ

l
ト
・
サ
ム
タ

l
要

塞
砲
撃
事
件
が
起
こ
り
、
南
北
戦
争
は
始
ま
っ
た
。
一
八
六
三
年
の
奴

隷
解
放
宣
言
を
経
て
、
一
八
六
五
年
三
月
四
日
、
彼
の
第
二
次
大
統
領

就
任
演
説
の
一
ヶ
月
後
に
、
南
側
の
降
伏
に
よ
り
、
南
北
戦
争
は
事
実

上
終
結
し
た
。

議
会
は
一
八
六
五
年
一
月
修
正
一
一
一
一
条
を
通
過
さ
せ
、
同
年
二
一
月

一
八
日
公
布
し
た
。
同
条
は
、
い
わ
ゆ
る
南
北
戦
争
修
正
条
項
の
う
ち

最
初
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
定
過
程
に
お
い
て
は
、
そ

の
後
の
い
わ
ゆ
る
南
部
再
建
に
お
い
て
解
決
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

市
民
的
権
利
(
ロ
守
口
立
ち
芝
や
市
民
権

(nENB田
区
立
に
関
す
る

J¥. 
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波
法
政
第
二
十
八
号
(
二

0
0
0
)

諸
問
題
に
対
す
る
議
会
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
の

第
一
章

修
正
一
三
条
制
定
ま
で

第
一
節
連
邦
議
会

第
一
一
一
七
閥
及
び
第
三
八
関
連
邦
議
会
は
、
修
正
一
一
一
一
条
に
関
連
す
る

い
く
つ
か
の
法
律
等
を
制
定
し
た
。
主
な
も
の
を
狩
系
列
に
従
っ
て
列

挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-
八
六
‘
年
第
一
次
反
乱
者
同
財
産
没
収
法
(
の

S
F
s
t
s

k
r
n
H
]
E
a
H
r
ω
ω

仲田仲・

ω]5)

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
氏
奴
隷
解
放
法
(
〉
a
a
k
F
M
M吋
出

〕

F

O

U

]

{

∞∞
N
H
M
ω

切
仲
間
汁

ω
4
0
)

-
八
六
二
年
第
二
次
反
乱
者
財
産
没
収
法

5
8皆
g
Eロ

〉口付
H
∞a
M
W
H
N
∞付白仲・~凶∞ゆ)

一
八
六
品
一
年
民
兵
団
法
(
窓
口
同
江
田
〉
2

0
戸
∞
S

H

M

m

w
仲田仲

印
。
斗
)

一
八
六
三
年
一
八
六
三
年
徴
兵
法

5
8
2『
仲
間
託
。
ロ
〉
2

0
同

]
戸
市
W
A

凶ω
]
{
M
N
m
出仲白骨・
4
ω
H
)

-
八
六
四
年
一
八
六
問
年
徴
兵
法

8
0
5
n江
1
5
H
M
〉
口
件
。
内

同∞∞品
H
U
∞仲町凶
4
f

・A

凶)

ま
ず
第
一
次
反
乱
者
財
産
没
収
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
軍
事
力
の
弱

体
化
に
よ
っ
て
南
部
反
乱
の
速
や
か
な
解
決
を
実
現
す
る
た
め
に
制
定

J¥. 

さ
れ
た
も
の
で
、
反
乱
を
支
援
す
る
第
事
的
活
動
等
に
奴
隷
が
携
わ
っ

て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
命
じ
た
者
は
当
該
奴
隷
に
対
し
て
の
権
利
を
没

収
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
た
。
同
法
の
日
的
が
第

4

次
的
に
は
軍
事
戦

略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
没
収
さ
れ
た
奴
隷
の
自
由
等
に
つ
い
て

は
規
定
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
法
は
議
会
が
初
め
て
州
制
定

し
た
奴
隷
解
放
に
係
わ
る
法
律
で
あ
っ
た
。

一
八
六
一
一
年
に
な
っ
て
、
奴
隷
制
に
反
対
す
る
動
き
が
活
性
化
す
る

に
つ
れ
、
解
放
さ
れ
た
奴
隷
の
自
白
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

法
案
が
数
多
く
議
会
に
上
程
さ
れ
た
σ

そ
の
う
ち
法
律
と
し
て
施
行
さ

れ
た
最
初
の
も
の
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
反
奴
隷
解
放
法
で
あ
る
。
同
法

は
、
ア
フ
リ
カ
系
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
労
役
に
就
か
せ
し
め
ら

れ
て
い
る
者
を
解
紋
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
北
同
部
条
例
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
段
内
で
の
奴
隷
制
殺
び
に
本
人
の
窓
に

反
す
る
労
役
を
禁
止
し
、
奴
隷
の
解
放
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
補
償
に

つ
い
て
の
手
続
と
解
放
さ
れ
た
奴
隷
の
自
仰
を
保
障
す
る
た
め
の
手
続

を
規
定
し
た
。

こ
れ
に
続
い
て
第
二
次
反
乱
者
財
産
没
収
法
が
制
定
さ
れ
た
。
向
法

も
、
第
一
次
反
乱
者
財
巌
没
収
法
と
同
じ
く
、
反
乱
者
の
弱
体
化
、
連

邦
側
の
収
入
の
拡
大
、
戦
後
の
南
部
改
革
の
蒸
礎
設
定
を
民
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
奴
隷
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
の
自
由
の
保
障
を
第
-
次
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
同
法
で
は
、
こ
の
傾
向
が
第
一
次

法
よ
り
も
よ
り
強
く
で
て
お
り
、
大
統
領
が
解
放
さ
れ
た
奴
隷
を
彼
が



公
共
の
福
祉
に
最
善
と
考
え
る
方
法
で
雇
用
し
、
組
織
化
し
、
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
大
統
領
は
解
放
奴
隷
の
自
発

的
な
植
民
を
推
進
す
る
権
限
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
法
で
は
そ
の

適
用
範
閤
が
、
第
一
次
法
で
は
す
べ
て
の
反
乱
参
加
者
と
さ
れ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
南
部
連
合
な
い
し
は
そ
れ
に
参
加
す
る
州
の
軍
人
及
び

公
務
員
の
み
に
限
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
没
収
さ
れ

た
奴
隷
が
自
由
に
な
る
こ
と
が
明
文
で
規
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
同
年
議
会
は
一
八
六
二
年
民
兵
団
法
を
制
定
し
た
。
米
関
に

お
い
て
最
初
に
民
兵
団
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
一
七
九
二
年
の
こ
と
で

あ
る
が
、
一
七
九
二
年
法
に
お
い
て
は
白
人
男
性
市
民
の
み
が
従
軍
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
二
年
法
は
、
人
種
に
よ
る
適
格
性

の
基
準
を
排
除
し
黒
人
の
連
邦
軍
へ
の
参
加
を
可
能
に
し
た
。

一
八
六
一
一
一
年
に
な
り
、
箪
事
上
の
必
要
か
ら
一
八
六
三
年
徴
兵
法
が

制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
一
八
歳
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
成
人
男
子
市
民
が

連
邦
軍
を
構
成
し
、
大
統
領
か
ら
の
徴
募
に
よ
り
軍
務
に
従
事
す
べ
き

こ
と
を
定
め
て
い
た
。
同
法
に
お
い
て
は
、
人
種
的
適
格
性
の
基
準
が

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
黒
人
を
徴
兵
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
っ
た
が
、
逆
に
明
文
で
黒
人
が
徴
兵
の
対
象
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
黒
人
は
徴
兵
の
対
象
と
さ
れ
な

か
っ
た
。
後
に
一
八
六
四
年
徴
兵
法
に
よ
り
明
文
で
連
邦
軍
の
一
部
と

し
て
徴
兵
さ
れ
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
人
六
二
年
か
ら
一
八
六
四
年
に
制
定
さ
れ
た
軍
隊
関
係
法
は
、
米

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
一
三
条
の
原
意
(
松
津
)

間
に
お
け
る
軍
務
と
市
民
と
し
て
の
特
権
・
免
除
の
伝
統
的
関
係
と

相
ま
っ
て
、
黒
人
の
連
邦
市
民
権
獲
得
に
対
し
重
要
な
影
響
を
与
え

た。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
議
会
は
、
一
八
六
四
年
七
月
八
日
当
包
m
a
U
雲仙国

案
を
通
過
さ
せ
た
。
同
案
は
リ
ン
カ
ー
ン
に
よ
っ
て
廃
案
に
さ
れ
た

が
、
そ
の
内
容
は
議
会
の
南
部
再
建
計
闘
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
合
衆
国
憲
法
四
条
四
項
の
規
定
に
従
い
反
乱
州
に
お
い
て

共
和
政
体
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
反
乱
州
で
新
し
く
制
定
さ

れ
る
憲
法
に
お
い
て
奴
隷
制
の
廃
止
を
規
定
す
る
こ
と
を
求
め
、
ま
た

奴
隷
の
地
位
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
の
自
由
の
保
障
の
た
め
に
連
邦
裁
判

所
の
管
轄
権
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
自
由
に
対
し
制
限
を
加

え
よ
う
と
し
た
者
へ
の
罰
則
も
定
め
て
い
た
。

第

二

節

行

政

府

こ
の
時
期
に
行
政
府
は
、
市
民
権
・
市
民
的
権
利
に
関
す
る
こ
と
を

二
つ
行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
リ
ン
カ
ー
ン
に
よ
る
奴
隷
解
放
布
告
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
司
法
長
官
に
よ
る
市
民
権
に
関
す
る
意
見
の
提
示
で

あ
る
。リ

ン
カ
ー
ン
は
、
彼
の
第
一
次
就
任
演
説
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

当
初
は
合
衆
国
統
一
の
回
復
を
戦
争
目
的
と
し
、
奴
隷
制
度
の
廃
止
を

目
的
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
一
八
六
二
年
に
な
り
奴
隷
解
放
論
の
高
ま

り
を
受
け
て
、
同
年
奴
隷
解
放
予
備
布
告
、
翌
年
に
奴
隷
解
放
最
後

J¥ 



筑
波
法
政
第
三
十
八
号
(
二

0
0
0

布
行
を
告
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
布
告
は
ふ
た
っ
と
も
大
統
領
の
戦
争
権

限
に
基
づ
い
て
発
出
さ
れ
た
も
の
で
、
反
乱
州
に
お
い
て
奴
隷
と
し
て

所
布
さ
れ
て
い
る
人
々
は
一
八
六
三
年
一
月
一
日
以
降
自
由
に
な
る
こ

と
、
合
衆
闘
政
府
は
そ
の
人
々
の
内
出
を
保
障
す
る
た
め
に
活
動
す
る

こ
と
、
を
山
口
一
日
一
泊
し
た
も
の
で
あ
る
c

こ
の
う
ち
は
じ
め
の
予
備
布
告
で

は
、
「
ア
フ
リ
カ
人
の
血
統
を
引
く
人
々
」
を
米
大
陸
な
い
し
は
そ
の

田一

他
の
場
所
に
植
民
さ
せ
る
計
画
が
提
示
さ
れ
、
さ
ら
に
、
逃
亡
奴
隷
の

返
却
の
た
め
に
迷
邦
軍
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
「
戦
争
に
関
す
る

付
加
条
項
を
制
定
す
る
法
律
汁
と
、
第
二
次
反
乱
者
財
産
没
収
訟
と

に
総
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
の
最
後
布
符
で
は
解
放
さ
れ

た
奴
隷
が
合
衆
国
の
軍
隊
に
お
い
て
就
役
さ
れ
え
る
べ
き
こ
と
が
告
知

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
布
告
に
対
し
て
は
、
解
放
さ
れ
た
奴
隷
の
自
由
の
保
障
を

山
日
一
一
一
目
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
反
乱
州
の
滋
法
・
法
律
等
を
改

定
し
奴
隷
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
を
笠

A

一
目
し
た
も
の
な
の
か
不
明
確
で

あ
る
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
大
統
領
に
こ
の
よ
う
な
布
告
を
発
出
す
る
権

u
 

限
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。

次
に
司
法
長
官
の
市
民
権
に
隠
し
て
の
意
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
財

務
長
官
の
、
「
有
色
人
種
」
は
合
衆
国
市
民
で
あ
り
従
っ
て
米
国
籍
船

舶
の
船
長
に
な
る
資
格
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
照
会
に
対
し

て
制
答
し
た
も
の
で
あ
る
%
司
法
長
官
は
概
姿
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る。

J¥ 
問

-
憲
法
ヒ
用
い
ら
れ
て
い
る
「
市
民
」
と
い
う
用
語
は
倒
人
が
隣
家
と

政
治
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
当
該

個
人
が
あ
る
国
家
を
構
成
す
る
一
員
で
あ
り
、
出
家
か
ら
の
保
護
を

受
け
る
代
償
と
し
て
国
家
へ
の
忠
誠
を
負
制
い
す
る
と
い
う
関
係
に
あ

る
と
い
う
こ
と
を
ぷ
す
も
の
で
、
何
ら
か
の
特
権
な
い
し
は
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

・
ム
口
衆
回
の
国
内
で
出
生
し
た
者
は
合
衆
悶
の
市
民
で
あ
り
、
ま
た
そ

の
居
住
す
る
州
の
市
民
で
あ
る
。

・
少
な
く
と
も
、
合
衆
国
憲
法
と
の
関
係
で
は
、
有
色
人
穂
(
凸
C
H
C
港
島
)

で
あ
る
こ
と
な
い
し
は
・
白
色
人
種
で
な
い

5
2
の州
E
n
g
Eロ
)
こ

と
を
現
由
と
し
て
市
民
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

同
意
見
で
は
奴
隷
が
市
民
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
同
意
見
は
り
『
包
∞

g
詳
事
件

判
傑
の
適
用
範
凶
を
狭
く
解
し
、
自
由
黒
人
は
市
民
で
あ
る
こ
と
を

妨
げ
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
考
え
方
も
ま
た
、
先
述
の
一
八
六
二
年

か
ら
一
八
六
四
年
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
軍
隊
関
係
法
と
同
様
、
黒
人
の

一部

合
衆
国
市
民
権
獲
得
の
基
礎
と
な
っ
た
。

第
二
章

修
正
一
一
ニ
条
の
制
定
過
程

修
正
一
三
条
の
原
案
は
、
第
三
八
回
連
邦
議
会
に
お
い
て
上
院
で
は

一
八
六
四
年
一
月
一
一
日
に
、
下
院
で
は
.
八
六
個
年
五
月
三
一
日
に



{
野
}

提
案
さ
れ
た
。
上
院
は
一
八
六
四
年
四
月
八
日
に
同
案
を
可
決
し
た
。

下
院
は
同
年
六
月
一
五
日
に
採
決
に
付
す
が
、
可
決
に
必
要
と
さ
れ
る

R

盟
v

一
二
分
の
二
の
得
票
が
な
く
、
第
二
会
期
に
改
め
て
同
案
を
審
議
し
、

vm叩

一
八
六
五
年
一
月
一
一
二
日
可
決
し
た
。

第
一
節
上
院
に
お
け
る
議
論

上
院
に
お
け
る
実
質
的
な
議
論
は
、
一
八
六
四
年
一
一
一
月
ニ
八
日
、
法

務
委
員
会
を
代
表
す
る

4
2ロ
v
g
H
H
上
院
議
員
の
発
脅
か
ら
始
ま
っ

{却可

た
。
同
議
員
の
発
言
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
一
連
の
南
部
の
反
乱
に
か
か
わ
る
問
題
の
根
元
は
奴
隷
制
度
に
あ

る。
・
大
統
領
の
奴
隷
解
放
宣
言
に
つ
い
て
は
、
適
用
範
闘
が
反
乱
州
に
限

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
発
出
権
限
の
正
当
性
に
つ
い
て
も
疑
念
が

出
さ
れ
て
い
る
。

-
今
後
の
連
邦
の
立
法
な
い
し
は
各
州
の
立
法
に
よ
る
奴
隷
制
度
の
復

活
を
許
容
し
な
い
た
め
に
は
、
憲
法
改
正
に
よ
る
奴
隷
制
度
の
廃
止

が
必
要
で
あ
る
。

憲
法
修
正
に
賛
成
す
る
者
の
主
張
は
、

4
2同
ロ
ゲ
己
目
上
院
議
員
の
あ

げ
た
も
の
の
他
に
、
大
要
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

-
奴
隷
制
の
存
在
は
、
共
和
政
体
、
連
邦
政
府
の
至
高
性
、
国
家
の
統

一
・
存
続
の
否
定
で
あ
る
。

-
奴
隷
制
の
廃
止
に
よ
り
、
人
間
性
に
基
づ
く
、
遵
奉
す
べ
き
権
利
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
一
一
一
一
条
の
原
意
(
松
調
停
)

A

担
v

自
由
な
家
族
関
係
の
保
護
が
達
成
さ
れ
る
。

-
仮
に
黒
人
が
白
人
よ
り
劣
後
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ

《
招
}

を
理
由
と
し
て
黒
人
を
奴
隷
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
(
す
で
に
論
証
さ
れ
た
よ
う
に
)
奴
隷
制
が
人
関
の
理
性
、
コ
モ
ン
・

ロ
l
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
な
く
、
諸
州
の
閣
内
法
、
神
法
に
よ
っ

て
も
否
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
消
滅

A

担
v

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
方
策
が
採
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

-
共
同
の
防
衛
及
ぴ
一
般
の
福
祉
の
目
的
の
た
め
に
租
税
等
を
徴
収
す

缶

詰

}

『

描

)

る
権
限
、
戦
争
を
宣
言
し
、
陸
軍
及
び
海
軍
を
設
霞
す
る
権
限
、
連

{訂
h

邦
内
の
各
州
に
お
い
て
共
和
政
体
を
保
障
す
る
権
限
、

ugpon-

h

描
-

O

回
国
条
項
、
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
会
は
奴
隷
制
度
を
そ
の
統
制
の
下

に
お
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
む
し
ろ
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
責
務
で

あ
る
。

最
終
的
に
憲
法
修
正
に
反
対
し
た
者
は
六
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

審
議
に
お
い
て
発
言
し
た
の
は
五
名
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
主
張
は
、

財
産
権
(
胃

8
2
q
)
に
つ
い
て
規
制
す
る
州
機
の
侵
害
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、

U
0
5
2江
口
な
関
係
に
つ
い
て
の
法
制
を
管
轄
す
る
州
権

の
侵
努
で
は
な
い
の
か
、
奴
隷
制
の
廃
止
を
主
張
す
る
こ
と
は
反
乱
の

{
H帆
叫

原
悶
で
あ
る
、
当
該
修
正
案
は
憲
法
修
正
権
限
の
坪
外
で
あ
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
修
正
案
に
賛
成
し
た
者
の
側
か
ら
、
「
す

べ
て
の
者
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
り
、
従
っ
て
何
人
も
他
の
者
を
奴
隷

J¥ 
五
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0
0
0
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と
し
て
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
連
邦
議
会
は
合
衆
国
並

び
に
そ
の
管
轄
権
の
内
に
お
い
て
本
条
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
に
適

当
な
法
律
を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
o
」
と
修
正
案
を
修
正
す
る
案

品
r

が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
案
は
、
開
業
の
用
い
る
フ
ラ
ン
ス

憲
法
に
依
拠
す
る
規
定
ぶ
り
よ
り
も
、
す
で
に
適
用
の
前
例
の
あ
る
北

側
部
条
例
を
そ
の
文
、
治
的
蒸
礎
と
す
る
法
務
委
員
会
案
の
万
が
よ
り
好

一品…

ま
し
い
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
撒
関
さ
れ
た
。
ま
た
、
修
正
案
に

反
対
し
た
者
の
側
か
ら
は
、
黒
人
が
市
民
で
あ
る
こ
と
を
お
H
定
し
、
公

務
及
び
軍
務
へ
の
渡
裕
性
が
な
い
こ
と
を
定
」
け
す
る
も
の
と
、
奴
隷
所

有
者
へ
の
補
償
な
し
に
は
奴
隷
は
解
紋
き
れ
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
も

の
の

a

一
つ
の
修
正
案
へ
の
修
酢
が
試
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
さ

介

し

に

』

0

4
4
1
d
/
 第

二
節
下
院
に
お
け
る
第
一
会
期
で
の
議
論

下
院
に
お
け
る
実
質
的
な
議
論
の
第
一
同
日
は
、
一
八
六
四
年
五
月

-
一
一
日
か
ら
同
年
六
月
一
五
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
第
一
一
凶
日

は
.
八
六
五
年
一
月
六
日
か
ら
同
一
一
二
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

第
‘
回
目
の
議
論
に
お
い
て
修
正
案
に
賛
成
す
る
議
員
の
主
要
な
主

張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-
合
衆
国
憲
法
の
前
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
家
の
主
権
者
(
∞

23

2
a官
官
者
問
司
氏
ロ
注
目
。
ロ
)
は
、
基
本
的
な
権
利
の
宣
言
(
富
田
仲
町

宮
口
え

M
d
m
y仲
間
)
を
憲
法
制
定
の
目
的
と
し
て
お
り
、
も
し
憲
法

r
、、一、
-，ノ
J

ノ

の
制
定
者
が
、
そ
の
制
定
時
に
、
そ
の
他
の
条
文
に
お
い
て
こ
れ
を

忘
却
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
後
世
の
去
は
そ
れ
を
修
正
す
べ
き

匂

で
あ
り
、
奴
隷
制
は
ま
さ
に
そ
の
修
正
す
べ
き
も
の
で
あ
る

O

-
仰
は
隷
制
の
廃
止
の
た
め
に
戦
争
は
行
わ
れ
て
お
り
、
政
府
の
L

弘
法
機

関
と
し
て
は
中
1
該
戦
争
を
終
結
せ
し
め
、
ま
た
奴
隷
機
護
勢
力
が
凶

家
の
存
続
の
危
機
を
二
度
と
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う
に
、
憲
法
修
正
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

-
奴
隷
制
を
A

川
崎
す
る
こ
と
こ
そ
が
迷
郊
の
再
生
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
単
に
反
乱
州
に
お
い
て
の
み
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
の
で
は

な
く
、
合
衆
悶
鎖
域
す
べ
て
に
お
い
て
そ
れ
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

-
当
該
修
正
案
の
受
官
げ
に
よ
っ
て
、
こ
の
共
和
国
の
市
民
に
与
え
ら
れ

る
権
利
が
保
障
さ
れ
、
解
放
さ
れ
た
奴
禄
と
自
由
黒
人
が
そ
の
生
来

的
に
有
す
る
権
利
を
享
受
し
、
ま
た
、
反
乱
州
に
居
住
す
る
奴
隷
制

(田
v

に
反
対
し
て
い
る
白
人
も
そ
れ
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
修
正
案
に
反
対
す
る
議
員
の
主
要
な
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
c

九
世
~

・
当
該
修
正
案
は
連
邦
分
裂
の
恒
久
化
に
資
す
る
だ
け
で
あ
る
。

-
奴
隷
制
を
許
容
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
連
邦
に
加
盟
し
た
州
の
自

九時
ω

徐
権
を
侵
害
す
る
。

-
奴
隷
制
の
よ
う
な

U
O
B
z
a
n
な
制
度
を
憲
法
修
正
に
よ
っ
て
変
更

田一

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



-
当
該
修
正
案
は
個
人
の
財
産
権
(
官
。
宮
吋
許
可
)
の
侵
害
で
あ
る
。

-
奴
隷
制
廃
止
の
主
張
こ
そ
が
連
邦
の
分
裂
を
招
い
て
お
り
、
連
邦
の

再
建
の
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
憲
法
修
正
案
を
廃
案
に
す
る
こ
と
が

『
描
}

必
要
で
あ
る
。

(田
d

-
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
か
ど
う
か
は
州
の
専
権
事
項
で
あ
る
。

議
論
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
、
同
案
は
否
決
さ
れ
た
。

第
三
節
下
院
に
お
け
る
第
二
会
期
で
の
議
論

第
一
会
期
の
採
決
の
時
に
自
禁
を
賛
成
か
ら
反
対
に
切
り
替
え
た

A

師叫

旨

za下
院
議
員
に
よ
り
、
第
二
会
期
の
一
八
六
四
年
二
一
月
一
五

日
修
正
一
一
一
一
条
案
の
再
審
議
が
提
案
さ
れ
、
一
八
六
五
年
一
月
六
日
、

再
ぴ
審
議
が
開
始
さ
れ
た
%

一
月
六
日
最
初
開
発
言
者
と
し
て
旨

Ea下
院
議
員
は
大
要
次
の

通
り
述
べ
て
い
る
。

-
本
来
連
邦
憲
法
を
適
切
に
解
釈
し
た
な
ら
ば
片
時
た
り
と
も
合
衆
閣

に
お
い
て
存
在
で
き
な
か
っ
た
は
ず
の
奴
隷
制
が
、
憲
法
上
の
基
本

原
則
を
侵
害
し
た
政
府
の
憲
法
の
運
用
と
憲
法
を
曲
解
し
た
裁
判
所

に
よ
り
存
続
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
憲
法
修
正
が
必
要
と
な
っ
た

0

・
奴
隷
制
は
奴
隷
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
反
対
し
た
白
人
の
機
利
を
も

侵
害
す
る
状
況
を
招
い
て
い
る
。

-
独
立
と
合
衆
悶
憲
法
の
制
定
は
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
存
在
し
て
い
た

合
衆
国
人
民
の
結
束

E
良
守
色

F
O
宮

8
u
a
忌白

d
a
g品

ア
メ
リ
カ
合
衆
関
憲
法
修
正
一
一
一
一
条
の
原
意
(
松
浮
)

宮
回
一
芯
由
)
と
国
家
的
市
民
権
(
ロ
塁
。

S
H
a怠
S
E
E
-
に
基
づ

い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
連
邦
憲
法
は
独
立
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
恵
沢
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
そ
の
た
め
に
生
命
、
財

産
、
名
誉
を
賭
し
た
結
束
と
国
家
的
市
民
権
を
確
保
す
る
た
め
に
制

定
さ
れ
た
。

-
以
上
の
事
実
に
基
づ
く
と
、
奴
隷
制
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
、
ま
た

州
権
論
は
明
ら
か
に
不
条
理
で
あ
り
、
更
に
明
文
で
憲
法
改
正
手
続

の
対
象
か
ら
奴
隷
制
度
を
除
外
す
る
こ
と
も
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
考
慮
す
る
と
奴
隷
制
に
関
す

る
憲
法
修
正
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

-
憲
法
は
各
州
に
お
け
る
共
和
政
体
と
、
市
民
権
の
国
家
性

(g位。ロ・

佐
々
。
内

aEmgEMM)
を
保
障
し
て
お
り
、
普
通
選
挙
制
も
共
和

関
市
民
の
属
性
で
あ
る
。

-
逮
邦
憲
法
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
行
為
す
る
市
民
の
政
府

(nz-mSB

O
5
5
8仲
)
を
有
さ
な
い
州
の
連
邦
内
に
お
け
る
存
在
を
許
容
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
会
期
に
お
け
る
修
正
案
に
賛
成
の
者
の
主
な
主
張
は
以
下
の
通

(
出
~

り
で
あ
る

0

・
各
州
に
お
い
て
共
和
政
体
を
保
障
す
る
と
い
う
迷
邦
政
府
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
は
、
個
人
と
そ
の
社
会
的
権
利
を
そ
の
構
成
す
る
共

同
体
に
お
い
て
保
護
す
る
た
め
に
適
切
な
保
障
機
構
を
提
供
し
、
す

べ
て
の
市
民
に
差
別
な
く
個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
で

J¥ 
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円
出
~

あ
る

0

・
市
民
的
自
由
は
特
定
の
人
種
の
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
出
自
や
政

治
的
状
況
に
関
係
な
く
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
と
文
化
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
を
~
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
法
の
下
の
自
由
と
一
平
等
を
す
べ
て
の
人
種
に
保
障
し

(
砧
}

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

-
第
三
六
間
連
邦
議
会
で
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
連
邦
議
会
の
権
限
を
認

め
る
憲
法
修
正
を
な
す
こ
と
を
禁
じ
る
憲
法
修
正
案
が
通
過
し
た

が
、
同
様
に
奴
隷
解
放
を
宣
言
す
る
憲
法
修
正
を
提
案
す
る
権
限

一曲

も
連
邦
議
会
に
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

次
に
修
正
案
に
反
対
の
者
の
主
な
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-
憲
法
上
連
邦
に
移
行
さ
れ
て
い
な
い
権
限
は
各
州
に
残
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
ま
た
、
奴
隷
制
は
州
の
組
織
な
の
で
あ
る
か
ら
、
連
邦
の
管

轄
範
凶
に
は
な
く
、
連
邦
憲
法
の
改
正
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
変
え
る

{印
v

こ
と
は
で
き
な
い
。

-
同
修
正
案
の
効
果
に
よ
っ
て
、
連
邦
に
忠
誠
な
州
の
市
民
の
財
産
権

(
司
。
宮
『
守
)
も
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

-
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
憲
法
に
お
い
て
奴
隷
は
徴
税
と
選
挙
に
関
し
人
口
算

定
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
修
正
案
に
お
い
て
は
解
放
さ
れ
た

奴
隷
を
合
衆
国
市
民
と
す
る
条
項
が
な
く
、
結
果
と
し
て
彼
ら
は
合

衆
国
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
代
表
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

-
修
正
案
に
よ
っ
て
、
奴
隷
か
ら
彼
ら
の
自
然
的
保
護
者
を
奪
い
去
る

人
入

こ
と
に
な
る
0

・
白
人
と
黒
人
の
簡
の
主
人
一
奴
隷
関
係
は
安
全
、
社
会
の
平
穏
、
そ

し
て
生
存
に
対
す
る
相
互
の
必
要
か
ら
生
じ
た
自
然
な
関
係
で
あ

る。
-
も
し
本
修
正
案
に
よ
っ
て
州
権
並
び
に
個
人
の
財
産
権
(
育
毛
申
込
山
刊
)

が
侵
害
さ
れ
る
の
を
一
許
容
す
る
な
ら
ば
、
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
は
そ
の
他
の
権
利
も
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

-
奴
隷
制
が
漸
進
的
に
消
失
す
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
件
は
州
の
決
定
に
ゆ
だ
ね

h
K川
町

る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
章

修
正
一
三
条
の
理
解

第
一
節
連
邦
議
会
で
の
議
論
の
帰
結

修
正
一
一
二
条
賛
成
派
は
、
奴
隷
制
は
合
衆
凶
憲
法
の
定
め
る
共
和
政

体
や
権
利
保
障
の
理
念
と
相
容
れ
ず
、
そ
れ
が
南
北
戦
争
の
版
関
と

な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
奴
隷
制
の
廃
止
が
戦
争
を
終
結
せ
し
め
、
将
来

の
紛
争
を
予
防
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
考
え
、
同
条
の
制
定
を
推
進
し

た。
反
対
派
は
、
奴
隷
制
の
廃
止
は
州
の
権
限
と
個
人
の
財
産
権
(
有
OMγ

申
込
司
)
を
侵
害
し
、
そ
れ
を
許
容
す
る
こ
と
こ
そ
が
南
北
戦
争
の
原
因

で
あ
り
、
ロ
。
認
申
阻
止
口
な
関
係
に
つ
い
て
の
州
の
自
律
権
を
確
立
し
、



側
人
の
財
産
権
(
官
。
官
民
可
)
を
保
障
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
、

と
考
え
、
同
条
制
定
に
反
対
し
た
。

修
正
一
一
二
条
は
「
奴
隷
及
び
本
人
の
意
に
反
す
る
苦
役
」
の
合
衆
悶

に
お
け
る
存
在
を
否
定
し
、
賛
成
派
の
考
え
方
に
従
っ
て
、
問
題
の
解

決
、
す
な
わ
ち
、
連
邦
の
再
建
を
関
っ
た
。
こ
の
選
択
は
、
奴
隷
制
の

倫
班
的
正
お
性
の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
合
衆
問
憲
法
の
定
め
る
共
和

政
体
の
駕
念
と
権
利
保
際
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
の
選
択
で

あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
微
妙
な
、
し
か
し
家
安
な
附
題
を
含
ん
で
い

た
。
前
者
の
共
和
制
の
理
念
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
選
択
は
あ
る
意

味
で
は
の

E
F続
議
員
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
我
ん
吋
は
裁
と
子
供
、

保
護
者
と
被
保
護
者
、
夫
と
妻
、
相
続
、
嫡
出
の
問
題
を
扱
う
の
に
慾

法
を
改
正
す
る
の
か
。
そ
れ
を
す
る
権
限
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ

を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
そ
れ
は
ど
こ
で
終
わ
る

η
 

の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
後

者
の
権
利
保
障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
結
染
と
し
て
、
そ
れ
を
保
障

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
連
邦
憲
法
に
修
正
を
施
し
、
保

隙
の
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
財
産
権
(
官
。
宮
ユ
ー
を
か
え
っ
て
奪
う

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
問
題

さ
ら
に
こ
れ
ら
と
は
別
に
議
論
の
過
程
で
提
示
さ
れ
た
「
自
由
に

河
町
一

な
っ
た
黒
人
を
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
具

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
-
一
一
一
条
の
原
意
(
松
浮

体
的
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
形
で
問
題
と
さ
れ
た
。

ま
ず
、
黒
人
の
市
民
権
に
つ
い
て
は
、
者
山
由
。
ロ

k
院
議
員
が
一
八

六
占
一
年
の
司
法
長
官
の
意
見
を
引
用
し
て
、
自
由
な
黒
人
も
合
衆
国
市

民
で
あ
る
こ
と
認
め
る
発
読
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
聖
位
上
院

議
員
が
然
人
は
市
民
で
な
い
こ
と
を
宣
一
読
す
る
憲
法
修
正
を
提
案
し
た

が
、
こ
れ
は
否
決
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
上
院
で
は
、
解
放

さ
れ
た
奴
隷
は
市
民
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
司
法
長
官
の
意
見
に
お
い
て
市
民
権
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て

は
政
治
的
共
肉
体
の
一
段
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
り
、
市
民
で

あ
る
こ
と
か
ら
何
ら
か
の
意
味
を
引
き
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
市
民
の
中
で
享
受
す
る
権
利
に
差
違
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
認
め
る

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
体
的
な
意
味
で
合
衆
悶
の
市
民
と
し
て
認
知

さ
れ
る
こ
と
が
な
に
を
意
味
す
る
の
か
は
、
不
確
定
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
ま
た
、
合
衆
岡
市
民
権
と
州
の
市
民
権
の
関
係
、
そ
の
得
喪
に
関

市

す
る
権
限
の
所
在
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
黒
人
が
解
放
さ
れ
た
後
に
ど
の
よ
う
な
権
利

を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
権
利
に
関
し
て
の
主
張
と
特
に
参
政
権
と

の
関
係
で
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。

前
者
の
一
般
的
な
権
利
に
関
し
て
は
、
こ
の
修
正
に
よ
り
刑
罰
と
し

て
な
さ
れ
る
も
の
を
除
い
て
奴
隷
的
拘
束
と
意
に
反
す
る
苦
役
が
百
定

一曲

さ
れ
、
奴
隷
を
財
J

雌
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
く
な

)¥ 
九



筑
波
法
政
第
二
十
八
号
(
二

0
0
0
)(由」

り
、
奴
隷
で
あ
っ
た
者
は
人
と
さ
れ
て
、
さ
ら
に
は
そ
れ
だ
け
で
な
く

{
田
~

何
ら
か
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で

保
障
さ
れ
る
権
利
は
、
抽
象
的
に
は
、
生
来
的
に
有
す
る
と
さ
れ
る
権

~

創

出

)

♂

田

}

利
、
自
然
的
権
利

(
5
2門

田
】
B

立

m
Z
)、
生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の

8斗

権
利
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
兵
体
的
に
ど
の
よ
う
な

権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
考
え
方
は
多
様

F

町
-

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
享
受
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
解
放
さ
れ
た
奴

隷
が
白
人
と
同
様
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
が
表
明

ん関

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
∞
ロ
ヨ
ロ
母
上
院
議
員
の
修
正
案
が
採
用
さ
れ
ず
、

花
関
部
条
例
に
基
づ
く
文
一
一
け
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
必
ず

し
も
平
等
な
権
利
の
享
受
が
予
測
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
も

一回

理
解
さ
れ
え
る
。

後
者
の
参
政
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
問
修
正
を
認
め
る
こ
と
に

田

よ
っ
て
黒
人
の
参
政
権
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ

て
憲
法
の
定
め
る
代
表
の
原
理
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
い

う
こ
と
が
修
正
反
対
派
の
主
張
の
根
拠
と
さ
れ
た
c

こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
自
然
的
権
利
を
認
め
る
こ
と
と
政
治
的
権
利
を
認
め
る
こ
と
と
は

別
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ど
う

理
解
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

九
0 

お
わ
り
に

修
正
一
一
一
一
条
は
、
ア
メ
リ
カ
は
自
由
を
ど
う
明
解
す
る
の
か
、
と
い

う
問
題
へ
の
嗣
答
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
彼
ら
は
、
自
ら
の
よ
っ
て

た
つ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
憲
法
と
す
ら
対
峠
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

去、

た
。
そ
し
て
彼
ら
の
手
に
残
っ
て
い
た
唯
一
の
テ
キ
ス
ト
は
独
立
宣
一
行

一山田
v

だ
っ
た
。

彼
ら
は
こ
の
決
断
、
す
な
わ
ち
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
憲
法
の
本
義
た
る

と
こ
ろ
を
独
忠
宣
言
に
従
っ
て
決
定
し
、
そ
の
余
り
の
と
こ
ろ
を
修
疋

す
る
こ
と
を
決
め
た
と
き
に
は
、
こ
れ
で
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
す
る

も
の
と
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
後
彼
ら
は
こ
の
決
定
か

ら
派
生
す
る
機
々
な
問
題
と
対
峠
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ

が
、
修
正
一
四
条
、
修
正
一
五
条
、
そ
し
て
.
八
六
六
年
か
ら
の

J

速

の
市
民
的
権
利
法
の
制
定
へ
と
連
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

j主(
1
)
S
F
。。ロ明よ』
E
H
P
5
2』
冨
母
印
w

H

∞86

{2)

印由

Avr
。。
p
m
w
U
2・J

ア
H

∞
由
中
認
可
∞
場
H

∞∞印・

(
3
)

こ
こ
で
あ
げ
た
も
の
の
他
に
、
議
会
は
、
黒
人
の
れ
発
的
な
秘
民
計
嗣
聞
を

磁
し
、
ま
た
、
白
人
兵
七
と
閉
山
人
兵
む
の
賃
金
を
均
等
に
し
、
更
に
出
品
人
に

郵
便
配
達
と
連
邦
裁
判
所
で
誕
一
一
持
す
る
適
格
を
認
め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
収
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廿
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す
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。
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さ
れ
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憲
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さ
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あ
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滋
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述
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